
 

 

山口賢俊と「虎に翼」 

たまたま資料整理ボランティアの N さんと博物館の廊下ですれ違った。N さんはにこ

やかな表情で、「山口賢俊ノートを撮影していたら、大発見がありましたよ」と言った。

山口賢俊ノートは新潟市北区郷土博物館から借用しているもので、N さんに写真撮影を手

伝ってもらっている。「朝ドラですよ、もう少し早ければなー」と N さんが続けた。 

ノートを書いた山口賢俊（1903－1992）は新潟大学農学部教授・新潟県民俗学会二代

会長であり、「朝ドラ」とはちょうどその頃に放送が終了した「虎に翼」のことであっ

た。「はて？」という顔をした私を N さんは撮影室に連れて行き、ノートの間に挟まれて

いた封筒を見せた。封筒の中には、昭和 48 年 1 月 23 日付の講演依頼文書が入ってい

た。研修の一環として講演を依頼される講師は「新潟県民俗学会 会長 山口賢俊殿」、

演題は「新潟県民の習俗について」、文書の差出人は「新潟家庭裁判所長 三淵嘉子」で

あった。三淵嘉子（1914－1984）は「虎に翼」の主人公のモデルとなった人物である。

所長自らが出したものではないだろうが、新潟県の民俗学・民具学を代表する山口が、女

性として日本初の弁護士・判事・家庭裁判所長を務めた三淵と同地域に生きていた時期が

あり、一瞬かもしれないが、関わりを持っていたことを知ることができる文書に感銘を受

けた。この文書は令和 6 年度冬季テーマ展示「生活の証拠品が民具である－山口賢俊がま

もったコレクション－」（令和 7 年 2 月 8 日～3 月 23 日）で出品を予定している。いつも

ありがとうございます、N さん。 

（三国信一） 
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香取神社（柏崎市椎谷）の跳ね足狛犬 

柏崎市椎谷にある香取神社は、椎谷藩主の堀氏が元禄 11 年（1698）の領地替えに伴

い、かつて自領であった下総国（千葉県）から、藩の領土鎮護、武運祈願のため分祀した

神社です。先頃、地元の方からこの香取神社本殿正面右側にある「後足を跳ね上げた狛

犬」の情報をいただきました。奉納者や石工は不明のようです。このような形態の狛犬に

どのような意味があるのか、新潟県内に類例があるのか、といったお問い合わせでした。

手元の文献で調べてみましたが、十分な情報を得られませんでした。ご存じの方がいらっ

しゃればご教示くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

正面写真（左手が頭、右手が跳ね上げた後足） 

（渡部浩二） 

 



資料紹介 帰山雲涯画「新潟湊」「明訓学校」 

 新潟県立歴史博物館では、帰山 雲涯
かえりやまうんがい

が新潟県の風物を描いた絵画 11 点を所蔵していま

す。帰山雲涯は三条出身の画家で、行田雲涛
な め た う ん と う

に学んだ後、京都・大阪に遊学し絵を修めた

といわれています。三条近郊では「雲涯先生」と親しまれていたようです。明治 11 年の

明治天皇の行幸に際し越後の名所旧跡などを 120 枚の絹本に描き、天覧に供したとされて

おり、新潟県内で高い評価を得ていたことが窺い知れます。雲涯は明治 15 年に、村上か

ら三面郷に分け入り、真景図を描いていますが、当コレクションの中に三面村の風景があ

るため、これらの作品は明治 15 年以降に描かれたものであることが分かります。また、

新潟港を描いた作品中に「永山閣下一覧…」という記載があり、永山県令の在任期間であ

る明治 18 年までの間に描かれたと考えられ、当コレクションが県令の永山盛暉のご子孫

に伝来していることから、雲涯から永山県令に贈られたものである可能性が高いと考えら

れます。 

 資料１は「新潟湊」で、新潟湊を海側から鳥瞰した図で、手前の河口には 3 本マストの

西洋型帆船、日本海の海運（北前船）に利用されたとみられる弁財船が停泊し、右手には

信濃川に就航していた外輪船がみられます。正面の信濃川河口には無数の川船が連なり、

右手の堀沿いには建物が立ち並び、賑わう新潟湊の様子を窺うことができます。 

 資料２は「明訓学校」で、明治 18 年の県立明訓学校の開校式の様子と考えられます。

明訓学校は明治 15 年、私立の明訓校として皇統奉戴・仁義道徳を重視した教育理念をも

って開校しましたが、県令の指導もあり県立に移管されました。永山は筑摩県令に転出し

ましたが、10 月 27 日には開校式が催され、森有礼文部省御用掛ら 400 名余が出席したそ

うです。                               （田邊幹） 

 



 

 

資料１ 新潟湊 資料２ 明訓学校 

～編集後記～ 

新潟県立歴史博物館では、新潟県地域史研究ネットワーク事業の一環として、2024 年

12 月から「れきはく通信」の配信を開始しました。新潟県地域史研究ネットワークニュ

ースと同報のほか、月末更新となる新潟県立歴史博物館のホームページでもご覧いただ

けます。不定期配信とはなりますが、お楽しみいただけますと幸いです。 

ご意見、ご要望は新潟県地域史ネットワークニュース事務局までご連絡ください。 

事務局メール net@nbz.or.jp 


